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患者さん，患者さんの家族のための 
ガイドブック発刊によせて

高齢社会を迎えたわが国では，骨や関節，筋肉，腱，神経などの運動器の

疾患が年ごとに増加しています。私たち整形外科医は，運動器疾患の診断

と治療を通じて，皆様の健康と幸福に貢献したいと心から願っています。

さて，近年，運動器疾患の診断・治療技術はめざましい進歩を遂げまし

た。画像診断をはじめとする診断技術の進歩により病変の早期かつ正確な

診断が可能となり，数々のすぐれた薬剤や高度な手術法の開発により，す

ぐれた治療成績が得られるようになったのです。しかし一方で，たくさん

の診断技術や治療法のオプションの中から最も適切な方法を選ぶにあた

り，何らかのガイドラインが必要になってきました。そこで日本整形外科

学会では，日常遭遇することが多い疾患に対する「ガイドライン」を策定

しました。

これまで作成したガイドラインは，医師だけでなく患者さんの理解を支

援するためにも活用されています。しかし，一般の方々に病気のことを十

分理解していただくためには，従来のガイドラインよりもさらにわかりや

すい手引き書が必要だと考え，この一般向けガイドブックを作成しまし

た。患者さんやその家族の方々が，病気のことを十分理解し，安心して治

療を受けていただくために，本書が役立つことを心から願っています。

2012年5月　

日本整形外科学会理事長

岩本幸英



この本を作ったわけ

肘に痛みを起こす病気はいろいろあります。特に，肘の外

側に痛みを起こす病気としてよくみられるのが上
じょうわんこつ

腕骨＊外
がいそく

側

上
じょうか

顆＊炎
えん

で，一般的にはテニス肘として知られています。字

のごとくテニスなどのラケットを使用するスポーツをする

人にみられ，主にバックハンドストロークの時に痛みがで

ます。しかし実際にはスポーツ以外にも日常の生活動作が

原因で発病する人が多くみられます。

この病気は若い人には少なく，筋肉の柔軟性がない人や

筋力の弱い中年以降の人に多くみられます。日常生活上で

は，物をつかんで持ち上げる動作やタオルをしぼる動作を

すると、肘の外側から前
ぜんわん

腕＊にかけて痛みがでます。しかし，

多くの場合、じっとしている時には痛みはありません。同じ

中年以降で同じような手の使い方をしていても，痛みの出

る人と出ない人がいます。一般的には手・手首の使い過ぎや

年齢とともに肘の腱がいたむことで起こります。なぜ発病

するかという原因については十分にはわかっていませんが、

主に前腕部の短
たんとうそくしゅこんしんきん

橈側手根伸筋＊という筋肉の肘の骨への付着

部が障害されて生じると考えられています。

日本整形外科学会＊では日常の整形外科診療で頻繁に遭

遇する疾患や重要度が高いと思われる疾患を選び，診療ガ

公益社団法人日本
整形外科学会

（http://www.joa. 
or.jp/jp/index. 
asp）

 ★ 日本整形外科学会

腕のなかで，肘か
ら肩までのいわゆ
る“二の腕”の中の
骨のことをいいま
す。

 ★ 上腕骨

上 腕 骨 の 下 の 方
（肘関節側）にあ
る骨の出っ張り部
分のことをいいま
す。

 ★ 外側上顆

腕のなかで，肘か
ら手首までの部分
のことをいいます。

 ★ 前腕

外側上顆にくっつ
いている，手首を
伸ばす筋肉の一つ
です。

 ★ 短橈側手根伸筋



イドライン＊の作成をスタートさせました。その中の一つが

上
じょうわんこつがいそくじょうかえん

腕骨外側上顆炎（テニス肘）です。診療ガイドラインの定

義は，ある特定の臨床状態に対する適切な保険診療につい

て，医師と患者の判断を支援するために系統的に開発され

た記述とされています。上
じょうわんこつがいそくじょうかえん

腕骨外側上顆炎（テニス肘）の医

師向けのガイドラインはすでに平成１８年に完成し出版さ

れています。診療ガイドラインは患者さんにも理解しやす

い内容であることが求められます。

そこで今回，患者さんや一般の方向けの手引き書を作成

することとなりました。内容はガイドラインに沿ったもの

とし，上
じょうわんこつがいそくじょうかえん

腕骨外側上顆炎（テニス肘）を理解するために必要

な解剖などの基礎知識も含めて記載しました。

本書によって，この病気を知り医療現場で正しい知識を

持って適切な治療が受けられることを願い，上
じょうわんこつがいそくじょう

腕骨外側上

顆
か え ん

炎（テニス肘）に悩む患者さんの一助となる事を心より

祈っております。

日本整形外科学会
診療ガイドライン
委員会上腕骨外側
上顆炎ガイドライ
ン策定委員会編。
ISBN：978-4 -
524-24346-1，南
江堂　2006

 ★�上腕骨外側上顆
炎診療ガイドラ
イン



一般に診療ガイドラインは患者数が多い病気について作られま

す。それは，特に治療法について患者数が多いほどデータがたくさ

ん集まるため，統計をとってより確かな事実を導き出せるためです。

上
じょうわんこつがいそくじょうかえん

腕骨外側上顆炎（テニス肘）は患者数が多いため統計学的に確実な

部分もありますが，その一方で統計学的に確かでない部分もあり，結

論がでていない項目もあります。

この本を利用するにあたって

1

2

3

おおよその人に当てはまることが書いてあります。しか
し個人差がありますので，自分に当てはまるかどうかは
主治医に相談してください。

医学的知識を十分に持っていない方を対象に，わかりや
すいことを優先して書いてあります。割り切って書いて
ある点，詳細を省いてある点があります。

全体を読んでください。一部だけを拾い読みして判断す
ると，誤解することがあります。

この本は，



上
じょうわんこつがいそくじょうかえん

腕骨外側上顆炎（テニス肘）は肘の外側に起きる病気で，その結果，痛

みを生じます。この病気を理解するために最初に骨や筋肉の構造やしくみ

（解剖），はたらき（生理）について解説しています。その後この病気の原因

や診断，治療についての解説とよくある質問を紹介しています。

4 むずかしい用語についてはできるだけ用語の解説を
つけました。
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